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現場における建築部位の断熱性
測定法の検討
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特別寄稿

●赤外線サーモグラフィによる非破壊
   検査と技術者認証制度について

●第３回ｉｔａ公開セミナー「土木・建築・
   プラントにおける赤外線サーモグラフィ
   の活用」開催報告

●委員会報告

●出張・出前セミナーのご案内

●協会ニュース
　新入会員紹介

●会員入会のご案内

●コラム“箸やすめ”「花の話」事務局だより
　２０１２年より開講しております「日本非破壊検査協会準拠　赤外線サーモグラフィ試験（TT）トレーニング講習会」の受講者が
受験を目指す（一社）日本非破壊検査協会の赤外線サーモグラフィ技術者認証春期試験の第一次試験（筆記）が３月２０日に実
施されました。一次試験合格者には、続いて５月に二次試験（実技）が行われます。最終結果が７月に出ますが、受験者全員の合格
を祈るばかりです。同時に、当協会のセミナーの成果も問われますので、最終結果が出たところで評価を行い、その結果を出来る限
り公表していきたいと思っています。

事務所の小さい庭に南京黄櫨（ナンキンハゼ）が二本植えられている。
４月頃から、その樹のねじ曲がったような細い枝に弱 し々い葉っぱを付けるようになり、５月末にはかなり肉付きの良いしっかりと
した葉に成長する。これが７月頃には花をつけ、11月には紅葉し出すとともに、やがて落ち葉となる。この時期が一番大変である。
自然に落ちるもの、風や雨に叩かれて落ちたものが私道面を覆い、毎日のように掃除をしなければならない。朝の運動と言えば
聞こえは好いが、時には腹が立ち紛れに、竹竿で小枝を叩いて強制的に落葉を作り出すこともある。
私には収集癖があり、新聞などの情報を切り抜き、領域毎にタイトルをつけてファイルしている。その中の「話のネタ」というク

リアファイルから「南京黄櫨」を探し出すと、学名は、灯台草科の「サピウム」といい、この実から鳥もちを取ったことから名が
付けられ、南京が示すとおり中国が原産とか。
ついでに、コーヒーを飲みながら花に関した記事を読む。
最初に目に付いたのが、日本の色を育んだ植物達として、「紅花」、「紫草」、「茜」などが取り上げられており、次いで食虫
植物の種類などの記事もある。中でも、何時も花と接している池坊由紀（いけのぼう・ゆき／池坊次期家元）さんは、「花の
名前はその体を表し、名付けた人は皆詩人ではないかと想うほどで、そのどれもが言い得て妙だ」と花の名前についてコラム
を書いている。撫子（なでしこ）は、可憐で目立たないが、思わず手を差し出したくなり、桃はその響きから可愛らしい丸みを
帯びた優しい花に相応しい。かすみ草は英語でベイビーズブレス（赤ちゃんの息づかい）という。読んでいて妙に納得させられる。
花の散りゆく様から、櫻は「はらはら」と形容されたり、椿は花が丸ごとポトリと落ちるので、武士は忌み嫌ったとか。そういえば、
浪人役の三船敏郎が名を問われ、庭の花を見ながら「椿三十郎」と答える映画の場面を思い出したりします。
もう一つ、花には花言葉があります。花言葉は、明治初期に西洋から入ってきて、当初はそのまま採用されていたらしい。その後、
日本独自の花言葉も盛んに使われるようになったとか。その背景には、園芸産業の広がりに伴う販売促進が影響しているとか。
結構なことだと思います。しかし、一つの花に一つの花言葉ではなく、各民族の歴史、風習、神話や伝説などから意味づけられ、
同じ種類の花でも色によっても異なっています。
花言葉の例として、オリーブ（平和）、月桂樹（栄光）、百合（威厳）、水仙（自己愛）、スミレ（節度）、バラ（愛情）、スズラン（戻っ
てきた幸せ）、福寿草（悲しい思い出）、ヒナゲシ（慰め）、サクラ（精神美）、山吹（待ちかねる）などがあります。カーネーションは、「女
性の愛、純粋な愛情」を表し、色によっては、赤色は「母の愛」「熱烈な愛」、白色は「私の愛は生きている」、ピンクは「熱愛」
が花言葉です。
最後に、私はスノードロップ（雪の雫）という花が好きです。
うつむきがちに白い可憐な花を咲かせます。この花は、禁断の実を食べてエデンの園を追われたアダムとイヴに対して、一人
の天使が「もうすぐ春がくるから絶望してはいけません」と励まし、降っていた雪をスノードロップに変えたと言われています。花
言葉は「希望」「慰め」「恋の最初のまなざし」です。
「そうですか」と納得すれば良いのですが、アダムとイヴはイチジクの葉で体を隠していたはず。そのイチジクは中東・イエメ
ンが原産で暑い国なのに「雪が降る」というイメージは湧いてきません。マッ深く考えないことにしましょう。

 （大慈寺）

「花の話」箸やすめ

（一財）建材試験センター
萩原　伸治


